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1.は じめ に

21世 紀 を迎 えて、アメ リカ合衆(州)国 は、国家が持 つ民族の共同体 としての既成概念

を、根本か ら変 えて しまう壮大な実験 をしているように見 える。2000年 の国勢調査 による

と、た とえば最大の移民人 口を抱 えるカ リフォルニア州では、白人人口が全人 口の50%を

割 り、すでに人種 としての多数派 は存在 しない。都市部だけを見てみるとその ことはさ ら

に明 らかであ り、非 白人人 口が 白人人 口を大幅 に上 回ってお り、マイノ リテ ィー(少 数

派)と い う言葉が自己矛盾 をお こす状態が生 まれて きている。出生地主義 をとるこの国で

は、た とえ親が他の国か ら移民 してきたにせよ、アメ リカ生 まれの子供は自動的にアメリ

カ市民 とな り、当然の ことなが ら成人すれば選挙権、被選挙権 を得 ることがで きる。又、

アメ リカに入国す る外国人の受 け入れ機関であるlmmigration&NaturalizationSer・

vices(移 民帰化サー ビス局)は 、その名称 で も明 らかなように、移民がア メ リカ国籍 に

帰化す ることを前提 としてお り、アメ リカ市民 になる道 は大 き く開かれている。 この 「移

民帰化局」、「移民」 とい う名称 を、 日本 の 「出入国管理局」および 「外国人労働者」 と比

較 してみれば、その差異 は一 目瞭然 である。 日本では、 日本民族 の一・員でない限 り、た と

え帰化 した として も 「日本人」 として一般 に認 められ ることは難 しい。在 日韓国 ・朝鮮人

という日本 において100年 近 い歴史 を持つ民族 グループを、た とえばその歴史の長 さにお

いて類似す る日系アメリカ人 とい う名称 と比較 してみて もこれは明 らかである。 この移民

によってつ くられた国、アメ リカで は自由 と民主主義 を標榜するその根本的な国家理念 に

賛成す るものであれ ば、誰で も 「アメ リカ人」になることがで きる。 したがってアメ リカ

におけるエスニックコ ミュニティーは、 まず 自分がアメ リカ人 である とい うことを前提 に

成立 していることが特徴である。 しか し、 これはアジア系や ヒスパニック系な ど非 白人で
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あ りヨーロッパ系 よりもず っとお くれて この地 に渡 ってきたマイノ リティーグループにと

っては、 けっしてその歴史の初めから真実であったわけではない。た とえば本論の主題 で

ある日系 アメ リカ人の場合、一世 は帰化不能外国人 という烙印 を押 されアメ リカ人 になる

法的条件 その ものが なかった世代 である。 アメ リカ生 まれの二世 は、アメリカ市民であ り

なが ら、 日米が開戦す ると強制収容所 に入れ られアメ リカ人であることを、軍隊 に志願 し

自らの血 をもって証明 しなければならない世代 であった。 日系アメ リカ人 とい うアイデン

テ ィテ ィー をもち、アメ リカはすべての移民 に開かれた国であ ることを体現 しようとした

世代 は、60年 代後半か らの三世の登場 を待 たなければならなかった。つ まり、 この万人 に

開かれた と言われる国の内実 は、 その歴史 の中で幾世代 にも渡 るマイノ リティーグループ

の闘いの中で勝 ち取 られて きた ものであるとい う認識 は、 きちん と確認 してお く必要があ

ることだろうと思 う。

よ くいわれる 「メルティングポ ット」か ら 「サラダボウル」への変化 は、60年 代 の公民

権運動 にその端 を発 している と言 える。初期移民であるイギ リスやその他の西 ヨーロッパ

か らの移民 の間では、お互 いに溶 け合 ってアメ リカ人 になってい くとい うメルテ ィングポ

ッ ト(人 種 の」甘禍)の 理念 は、かな りの部分実現 した といえるが、アフリカ系や ヒスパニ

ック系、そ してアジア系な どの有色人種 との間で はこれは現実 のものではな く、お互いに

溶 け合 うどころか厳 しい人種差別の実態が、公民権運動 の中で突 きっけられるようになっ

てい く。 こうした現実認識の中で、溶 け合 って しまうのではな く、自らの民族的、文化的

アイデンテ ィテ ィーに誇 りを持 ちなが らアメ リカ というサ ラダボウルの一要素 となってい

こうとい う新 しい理念、アメ リカンサ ラダ論 が人種マイノ リティー運動の中で提唱 され る

ようになっていった。ア フリカ系アメ リカ人 の公民権運動 に触発され、 アジア系アメリカ

人運動 も60年 代後半か ら、大 きな時代 の うね りの一一・つ として成長 してい くので ある。今

回、 日系アメ リカ人社会 を題材 にアメ リカにおけるエスニ ックコ ミュニティーの形成 をた

どるにあたって、サ ンフランシスコ日系コ ミュニティーの リーダーたちに聞き取 り調査 を

行 った。彼 らのほとん どが異口同音 に口にした ことは、 自らが コ ミュニテ ィー運動 に関わ

ってい く大 きなきっか けとなったのは、アジア系アメ リカ人運動、 ことにその一つの成果

としての大学な どにお けるアジア系 アメ リカ人学科(AsianAmericanStudiesDepartment)

の設立であった と語 って くれた。筆者 自身、70年 代初頭 に留学生であったのだが、サンフ

ランシスコ州立大学で、 まだ始 まったばか りのこの学科の一 コースを履修 した ことが、 日

系 コミュニテ ィーにその後10数 年 にわたって、ボランティア として、スタ ッフとして、 ま

た子 どもの親 として関わってい く直接的な きっかけ となったのである。

西海岸 における日系 コミュニテ ィーは、明治か ら大正時代 にかけて渡米 して きた一世 に

よってその基礎が形作 られ るが、第二次世界大戦の 日系人強制収容によって壊滅的な打撃

を受 ける。戦後の混乱 の中で、多 くの二世 はむしろ郊外 に分散 してい くことによって、メ
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イ ンス トリームへ の 同化 を進 め よう と した。 サ ンフラ ンシス コにおい て は、60年 代 の都 市

中心部 の再 開発 に よっ て 日本 町が その存続 の危 機 に立 た され よ うと して いた その時 に、三

世 が 日系 コ ミュニ テ ィー を再 生 させ て い こ う と、 次々 と コ ミュ ニ テ ィー サ ー ビス を行 う

NPOを 立 ち上 げ てい く。上 述 した よ うに三世 と同 世代 で あ る筆 者 も、サ ン フラ ン シス コ

で家庭 を持 ち新 しい生 活 を始 め てい く時期 と重 な り、彼 らの コ ミュニ テ ィー運動 に参加 し

て い くこ とに な る。本 論 で は、 こう して筆 者 自身 の体験 と2000年 の夏 にサ ンフ ラン シス コ

で行 った聞 き取 り調査 を元 に、 自らの アイ デ ンテ ィテ ィー を確 立 して い く場 として のエ ス

ニ ックコ ミュニ テ ィー形成 の典 型 的 な例 と して、70年 代 の 日系 コ ミュニ テ ィー再 生運 動 を

取 り上 げ、 その歴 史 か ら学 ぶ べ きこ とを考 えて みた い と思 う。

2.ア メ リカ に お け る 日系 移 民 とその 歴 史

アメ リカ西海岸①にお ける日系アメ リカ人社会 は、 日本か らの集団移民が始 まった19世

紀後半か ら1924年 の排斥移民法成立 によって 日本か らの移民が途絶 える、わずか40年 ほど

の間 に移民 して きた第一世代(一 世)、 アメ リカ生 まれの子(二 世)、 そして 孫(三 世)

という、いわ ば一系の家族 によってそのコ ミュニテ ィーの基礎、内実が築 かれた とい う点

において、アメリカにお ける人種マイノリテ ィーグループの中で も際立 ってユニークな歴

史 を持 っているとい うことがで きる。 日系 コ ミュニティーの中では、た とえば第二次大戦

後渡米 して きた ものは、移民第一世代であって も一世 とはよばれないのである。一・世、二

世、三世 という単 に世代 を表わす言葉が、 日常使われ る英語 の語彙の一部 として存在 し、

更 には年齢 によってそれぞれの世代 を特定で きる②エスニ ックコ ミュニテ ィーは、アメ リ

カにおいては日系社会以外 にない。た とえば、中国系 コミュニテ ィーにおいては、1882年

の中国人排斥法にいたるまで に渡 ってきた第一世代 は、ほ とん どが単身の男性労働移民で

あ り、 この地で家族 を もちその子孫が定住 してい くとい う条件 に欠 けていた。排斥法が解

除されたあ とは、継続 的な移民 によってその コ ミュニテ ィーが形成 されて きた。 こ とに

1965年 の新移民法 により移民が急増 し、 この中国系社会 において何年 ごろ渡米 したか とい

うことによって世代 わけをす ることは無意味 となった。他のアジア系 コミュニティーにお

いて も、た とえばフィリピン系社会 のように移民の増加 した特定の時期 を指 して第一波、

第二波 とい う言い方をす る場合 はあるが、やは り基本的 には 継続的 に流入す る移民 によ

ってつ くられた コミュニテ ィーであるため、 日系社会のような構造 はもっていない。つ ま

り、は じめに移民 してきた ものはいつ渡米 したにしても第一世代(一 世)な のである。そ

れで は、なぜ 日系社会 のみが、19世 紀後半か ら20世 紀初頭の一定の期 間に渡米 した初期移

民のみを一世 と呼び、彼 らの子や孫 によってその コミュニテ ィーが形成 されるとい う構造

をもつにいたったのであろうか。そのことをあ とづけるために、アメリカへの 日系移民の

歴史 を簡略 に記 していきたい と思 う。
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日本 よりの最初 の集団移民 は1868年 、元年者 とよばれ るハ ワイへの農業移民に端 を発す

る。又、1869年 アメ リカ本土に会津 よりの移住者がやって きて若松 コロニーを建設 した こ

とが、本土移住の祖 とされ る。 この後1880年 代にいたるまで、学生、商人 な どの渡航がみ

られるが、 この多 くの者 は定住するに至 らなか った。1882年 の中国人排斥法の影響で、廉

価な労働力 を必要 としたアメ リカ側の要求 を満たすかたちで、 日清、 日露戦争後の帰国兵

をかか え不況 と就職難の 日本から 「一旗 あげよう」 と渡米する労働移民が急増する。 しか

し、 この移民数の増加 ことに農業方面への進 出、 また低賃金労働者 としての役割 などが、

アメ リカ社会において日系人排斥の契機 となってい くのである。

こうした両国間の摩擦 を避けるという政治的意図か ら、1908年 には紳士協定によって日

本政府 は日本か らの労働移民送 り出 しを自主的 に停止 してい る③。 しか し、 この時期 に、

アメ リカでの定住の条件、つ まり家族 をもち子孫 を残す道 を日系人 は見つ けたのである。

そして、 この ことが初期移民である一世 に とって、 この地 に生 きてい く道 をえらばせる歴

史的な転換点 になった ともい える。それ は、 日本のお見合いに範 を とった 「写真結婚④」

といわれ る制度であった。紳士協定 によって労働移民が停止 された後 も、家族の移民は認

め られていたので、 この制度 を通 じ年間一万人以上 の日本人女性が、写真で しか見た こと

のない日本人男性の花嫁 として続々 とアメ リカに渡 って きた。1908年 に労働移民が停止 さ

れる以前 に一旗上 げようと渡米 した男たち、そ して写真結婚 によって一人太平洋 を渡って

きた女たち、 この両者が子 どもをつ くり家庭 を持つ ことによって 日系 コ ミュニテ ィーのパ

イオニア 「一世」が うまれ ることとなった。1924年 には、つい に家族 も含 めて日本 か ら

の移民が全面的に禁止 される。その後、第二次大戦 を経て、1952年 に発効 したサ ンフラン

シス コ講和条約によ り移民が再開 されるまでの30年 近 くにわたって、 日本か らの移民 は全

面的に途絶 えることになるのである。 こうして、長期 にわた って日本か らの新 しい移民 の

流入がない という歴史的条件 を背景に、1924年 のアジア人移民 を禁止 した差別的移民法成

立以前に渡米 した一世 の男たちと女たちによって 日系社会 の基礎 は築かれ、そのアメ リカ

生 まれの子 どもたち二世、そして孫たち三世 とい う、初期移民 とその子孫 による一系社会

がつ くられてい くのである。 しか し1941年 の日米開戦 は、 この地 に定住 していった 日系人

に決定的 な打撃 をあた える ことになる。1942年2月19日 、 日本海軍 のパールハーバー攻

撃 の2ヶ 月後 に、ルーズベル ト大統領 は、アメ リカ西海岸に居住す る11万 人 に及ぶ 日系人

を、戦時転住所 に強制収容 させ る大統領特別命令 に署名 した。 この うち三分の二 はアメ リ

カ生 まれのアメ リカ国籍 を持 つ二世であ り、彼 らはしか し一世 とともに 「敵性外 国人⑤」

として、全ての社会的、経済的権利 をわずか数 日間の間 に剥奪 されたのである。

多 くのアメ リカ生れの二世 は、後 に組織 された442部 隊 とよばれ る日系人大隊 に志願 し、

ヨーロッパ戦線で戦 うことによってアメ リカへの忠誠 を証明 しようとした。 また、 こうし

たアメ リカ市民 を強制収容することの違憲性 を主張 して、意図的に外 出禁止令を破 り投獄

236



ア メ リカ にお け るエ ス ニ ッ ク コ ミ ュニ テ ィー の 形 成

され、法廷斗争 を斗った二世が いた ことは特筆するべ きであろう。 このアメ リカ史の暗黒

部分 といわれ る日系人強制収容の体験は、 しか し日系社会に とっては、賠償補償請求運動

のなかで世代 をつな ぐ団結の要 となってい く。1980年 には6つ の都市を結ぶネ ッ トワーク

がで き、全米賠償補償請求委員会(NationalCoalitionforRedressReparation ,NCRR)

が設立 され る。 こうしたグラスルーツレベルの運動の盛 り上が りの中で、 日系議員を中心

とした議会 における活動 も活発 とな り、1981年 には戦時市民転住内容諮問委員会 による全

米公聴会が行われ ることになった。 この中で強制収容 の内実が次々 と明 らか にされ、1988

年 には市民 自由法⑥が成立 し、議会か らの謝罪及び生存者 に対 する賠償 というかた ちで こ

の全国的な運動が実 を結 んでい くことになる。 こうした、他のマイノリテ ィーコ ミュニテ

ィーには見 られない歴史的諸条件によって、 日系アメリカ人社会 という一世 と彼 らの子孫

による一系の特殊 なエスニ ックコ ミュニテ ィーがかたちつ くられていったのである。

3.一 世 、二 世 、 三 世

一世 は 「バ ンブーピーポー
」 とよばれる。 その歴史を通 じ、最下層の肉体労働、農業、

森林、鉄道、ハ ウスワークといった労働 によってアメ リカの地に生 き、子 どもを育 てて き

た。様々な人種差別法、戦時強制転住 といった歴史の中でひたすら耐 え、 しか しその重 み

によって折れることな く、 まさに 「竹」の ように生 きてきた人々であった。一世の男性 の

多 くは、裕福で はない農家の こ とに二 ・三男であ った。家のあ とをつげない彼 らは、日

清、日露戦争後の海外渡航熱、あるいは失業者の急増 といった社会的背景の中で、アメ リ

カで新 しい生 きる道 を探 そうと渡航 した人々であった。それぞれ様々な事情 はあったにせ

よ、せ まい日本 をとび出し海外で生 きようとい う開拓者魂 をもった人々であった。一旗組

という呼び名で も明 らかな ように、成功 し一旗あげいずれは故郷 に錦 を飾 ろうという意識

を持 った人々で もあった。 しか し、厳 しい現実、さまざまな移民差別法に直面 し、かな り

多 くの人々が帰国 している。 そうした差別 の中で、写真結婚によって、や はり海外で生 き

ることを決意 した女性 と結婚 し、家庭 をもち子 どもをつ くった人々は、少 しつつではある

が この異国の地に根 を張 ってい く。移民が 日本からやってきて、様々な差別法、排 日の嵐

の中で自己防衛するとなれば、自 らのコ ミュニティーをかたちつ くるしかない。 ことにサ

ンフランシスコ、ロスアンジェルスな どの大都会 においては、急速 に日本町がつ くられ、

和食 レス トラン、日本語新聞、教会、寺社、 クラブ、お店、住宅、 と生活 に必要なあらゆ

る部分が 日本語でまかなわれ るに足 るコ ミュニティーが成長 した。農業 において も、排 日

の中で自らを防衛す るには、 日本人農家同志が互助組織 をつ くるしかなか った。 こうして

一世の時代 には
、彼 らがアメ リカ社会 に同化を しようと思 って もできない状況があったの

である。一世の多 くが、 自由に英語 を話せ ない主要な理 由はそこにある。 したがって第二

次世界大戦以前の日系社会 は自己防衛のためのエスニ ックコミュニティーであった と言 っ
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て もよいであろう。彼 らは、多 くの期待 をアメ リカ生 まれの二世 にかけた。成功の条件 の

キーポイン トが教育 にあると信 じた一世 は、社会条件 さえ変われば高等教育 をうけること

が成功の重要な要素 になる、 メイ ンス トリームの白人 と伍 していけると考 えたのである。

親 の期待 をうけて、二世 は初等 ・中等教育において優秀 な成績 を残 し、 その多 くが高等教

育 に進 んだ。二世 が最 も多 く生 まれ たのは1915年 か ら25年 にか けてであ る。様々な差別

法、 そして戦時強制収容 とい う日系人排斥の嵐の中で彼 らは成長 した。親 に期待 をかけら

れ優秀な成績 を残 しなが ら、彼 らこそ最 も露骨な人種差別 を経験 した世代 であった。 なん

とかメイ ンス トリームのアメリカ人 に同化 し階層上昇 をしていかねば、 とい う願 いはこの

二世 の中に もっ とも激 しいかたちで うえこまれた。二世 の人 の中で 「日本語 を話せ ること

が友人 に知 られるのが こわかった」 とい う話 をきくことも多い。他 と違わず、何 とか自分

をめだたさぬよう白人社会 に同化 してい こう とした この世代 は、「バ ナナ⑦」 とい ういい

方をされ ることもある。その結果、 日本語 しか話せない一世 の両親 と日本語 で話 し、又学

校では英語 による教育 を受 け両国語 を使 い こなせ る二世が、 その子 どもである三世 に日本

語 を伝 えなか った とい うのは当然のな りゆきであったのか もしれ ない。二世の多 くが10代

後半か ら20代 にさしかか る頃、第二次大戦が勃発す る。大多数の日系人が住んでいたカ リ

フォルニア州の法律で、 日本人 は白人 と結婚で きなかった とい う法的な理 由だけでな く、

戦時転住所 に日系人だけが押 し込 められるといった状況の中で は、必然的に二世同士が結

婚 する割合が圧倒的多数 を占めた。 こうして二世 を両親 に持 ち、人種的 には日本人である

三世の多 くが第二次大戦後 うまれた。彼 らは、いわ ゆる中産階級 の仲間入 りをしはじめた

二世の親 のもとで、英語だ けを聞 き表面的 には戦前の ような露骨 な人種差別がな くなって

くる中で成長 した。ある三世 は、大学 にはい り、アジア系 アメ リカ人 の運動 にふれ るま

で、自分が 「日本人」であることな ど考 えて もみなかった と語 った。 こうして外見的な特

徴 をのぞけば、言語的 にも文化的に も多数派アメリカ人 とかわらない、 いわゆる同化 の成

果 としての三世が誕生 したのである。

4.戦 後 の 日系社 会 と三 世 の ア イ デ ンテ ィテ ィー の 危 機

戦時転住所か らもどった日系人 は再び一か らや り直 さな くてはな らなか った。西海岸最

大の 日系 コミュニテ ィーであったサ ンフランシスコの日本町 とロスアンジェルスの リトル

東京には、日系人以外の人々がはい りこんでお り、戦前のような規模での再建 はならなか

ったが、彼 らは再び規模 を縮小 しなが らも、 自らの コミュニティー建設 をはじめたのであ

る。 しか し、50年 代後半か らはじまった都市再 開発 によ り、70年 代前半 までには賃貸家屋

に住んでいた人々 を中心に3000に 及び日系人家族が、 コ ミュニティーを離れざるを得な く

なった。 こうした賃貸住宅や小商店が とり壊 された後 には、巨大資本 ことに日本か らの企

業が進 出し、次々 と大 きなシ ョッピングセ ンター、ボー リング場、 ビジネスセンターな ど
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が建設された。 日系 コミュニテ ィーが大 き く変質 しようとしているこの時期 に三世 は成長

し、60年 代後半か らは大学のキャンパ スの中で、公民権運動か らは じまる大 きな人種 マイ

ノリテ ィーの人権運動に合流 してい くのである。 この白人 をメインス トリーム とする社会

の中で、た とえ強制収容 されなが らもアメリカ軍 に志願 しアメリカに忠誠 を誓 い、同化の

努力 をしつづ けた二世の両親 に育 て られた三世 は、今アフリカ系アメ リカ人 をはじめ とす

るマイノリテ ィーの人々が、みずか らの民族的誇 りを獲得 しようとする運動 にふれ、大 き

なアイデ ンテ ィティーの危機 に直面す ることになる。シンガー ソングライターであるジョ

アン宮本 は、その気持ちを次のような詩 に託 して表現 した。

幼い頃、私 はよ く聞かれた
なにじん

あんた何人?

ママが教 えて くれた とお りに答 える

アメリカ人 よ

チンチン ・チャイナマ ンだ

おまえはジャツプだ!

くや しさをかみ しめなが ら家に帰 る

ママ は言 う

かまわないのよ

ひ とりで歩いてい く人が

一番速 く歩いていけるのよ

私は聞かれつづ ける

あんた何 もの?

私はアメ リカ人 よ

言葉が返 る

いや、 ほらナ ショナ リテ ィの事 さ

私 はアメリカ人 よ

そこが私の生 まれた ところ

こみあげる熱い もの

そ して皆が知 りたがっている答が出た時 ・・… ジャパニーズ

ああ、私 はそれ までずっと 「日本」に生 きてきた!

い っ そ、 出 すべ き答 を

す ぐ出 して しまお う
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彼 らが私 を分類 し、 ファイル し

整理棚 にす ぐ収 め こめるように

彼 らは私たちを好奇の目で見や り

日本人 と中国人 のちがいな どを得意げにお しゃべ りし

そ して私たちを

映画やテレビやポスターや雑誌 に出て くる通 りの 日本人 にならせ よう

な りたが らせ ようとした

そう

だか ら私 はひたす ら努力 して きた

カ リフォルニアで私たちが土地 を持つ ことを禁 じられた時

私たちはアメ リカ人 になろうとしていた

白人 との結婚が禁 じられた時

私たちはアメ リカ人 になろうとしていた

強制収容所に送 られた時

私たちはアメ リカ人 になろうとしていた

アメ リカ人になろうとして

私たちは

自分の もとの国 との戦争 にも

進 んで志願 した

彼 らが ヒロシマ とナガサキに

原爆 をお とした時 も

私たちは

まだそ うなろうと努力 していた

そしてついに苦労が実 る

私たちの親たちは

自分たちが手の とどかなかった もの

何で も子 どもたちに与 えようと

けんめいになって

いい教育を受けさせた

私たちは何 とかいい暮 しをつかんだ
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すると、今度 は彼 らは

私たちを手本 に使 う

黒人にメキシコ系人に

見よ、 日本人 はや った

日本人はみ ごとに困難 をの りこえた

で も私は

いつ もだれかに聞かれていた

お まえは何者 なのか?

今、私 は答 える

私 はアジア人。

すると彼 らは言 う

なぜ 自分たちを隔離 したがるのか

今、私 は言 う

私 はジャパニーズ。

する と彼 らは言 う

ここが世界で一番偉大 な国だっていうことを知 らないのか

今、私 は

このアメ リカの内部 にあって言 う

私 は第三世界 の人間です

す ると彼 らは言 う

ここが嫌 いなら帰 ったらどうか⑧

(岡部一明 訳)

二世同士の両親 か らうまれた三世 は、当然 外見 は 日本人 であるが 日本語 を話す ことが

で きず、結果 として文化 の語 り部 である一世 の祖父母 との会話 もままならなかった。二世

の両親 は戦時強制収容の体験 を語 らず、学校 の歴史の時間で教 えられることもなかった。

大学のマイノ リティー運動 にふれ る中で、 はじめてその事実を知 った とい う三世 も多い。

サンフランシスコ州立大学で は、1968年 アジア系アメ リカ人の歴史や文化 を学ぶための正

式 な学科 を設立するよう学生か らの要求が提出され、1969年 には、カリフォルニア大学バ

ークレー校の第三世界学生ス トライキの中で、 この要求が更に鮮明につ きつけられられて

い く。 これは、た とえば日本や中国の歴史や文化 を学ぶ コースはあるが、 日系アメ リカ人

や中国系アメ リカ人の歴史や文化 を学ぶ コースが どこにも見当たらない とい う、アメ リカ

における人種 マイノ リティーグループから見 ると、当然なそして根本的な疑問に端 を発 し

241



ア メ リカ に お け るエ ス ニ ック コ ミュニ テ ィー の形 成

てい る。 これ らの要求 を具 体化 し、大 学 当局 と折衡 す る コ ミュニ テ ィー組 織 と して ア ジァ

系 ア メ リカ人研 究(AsianAmericanStudies)委 員会 が つ くられた。 この運動 の成果 は、

現 在 多 くの大学 で ア ジ ア系 アメ リカ人研 究 学 の コー スが設 置 され 、学位 認 定 をで きる よ う

な学問 分野 に成 長 す る とい う形 で結 実 して きて い る。 こう して、 ア ジア系 ア メ リカ人 とし

て、 自 らのア メ リカ にお け る歴 史 や文 化 を学 ぼ う と考 えは じめた三 世 の多 くは、 すで に再

開発 に よって 多 くの住 民 の立 ちの きが始 ま りつつ あ った サ ン フラ ンシス コ 日本 町 に戻 り、

新 しい コ ミュニテ ィーづ くりに参加 して い った。 それ まで も、 主 に一・世 に よ る 「県 人会 」

「日本人 会 」 な どの、 日本 人 であ る こ とに よって つ なが る組 織 や 、二世 の全 米 組織 で あ る

「日系 ア メ リカ人市 民 協会 」(JapaneseAmericanCitizensLeague)な どが あ ったが
、

ここにお いて、 は じめて ア ジア系 ア メ リカ人 と して、 自 らの民 族的 ル ー ツ に誇 りを もとう

とす るグ ラス ルー ツ グルー プが 、主 に三 世 の手 に よって誕生 して い くので あ る。

5.70年 代 の コ ミ ュ ニ テ ィー 再 生 運 動

自 らの コ ミュニ テ ィーの再 生 を意 図 的 にめ ざ した三世 の一 部 は、1970年 に 「日系青 年会

JCYC」(JapaneseCommunityYouthCouncil)を サ ンフラ ン シス コ日本 町 につ く り、 ま

ず 日系 の青少 年 の組織 化 に乗 り出 した。2000年6月 に30周 年 を迎 えたJCYCは 、 まさ に前

述 のア ジア 系 アメ リカ人 として の意識 の覚醒 の 中で 、 自 らのア イ デ ンテ ィテ ィー確認 の た

め に、エ ス ニ ック コ ミュニ テ ィー にそ の拠 り所 を求 めた好 例 とい って もい いで あ ろ う。 こ

のJCYCは 、後 に夏休 み の間 のサ マ ー キ ャンプや放 課 後 の子 ど もた ち の セ ン ター を作 るな

ど活 動 を広 げ、子 ど もの ころの 思 い出 とい え ばJCYCと 結 び つ い て い る こ とが多 い とい

う、新 しい 日系 ア メ リカ人 世代 の育 成 に大 きな役割 を果 たす こ とにな る。 当 時10代 後半 か

ら20代 で あ った三世 の多 くは、 このJCYCを 拠 点 と して さ まざ まな分 野 の コ ミュニ テ ィー

活 動 に関 わ って い くように な る。

1971年 に は、祖 父 母 で あ る一一世 との親 睦 を深 め よ う とい う目的 で 「気 持会 」(Kimochi

Inc.)が 、や は り 日本 町 に創 立 され る。 この創 立 当 時 か ら関 わ り、現 在 サ ン フラ ン シス コ

の中 で もっ とも大 きな高齢 者 サ ー ビス に成 長 した気持 会 デ ィ レ クタ ー の ス テ ィー ブ中 條

は、 当時 を振 り返 っ て次 の よ うに語 っ て くれ た。 「私達 が一 番初 め にや ろ う と した こ とは

せい ろ

何だった と思い ますか?実 は餅 つきだったんです。餅 つ きは もち米 を蒸籠で炊 くことか

ら、臼や杵の調達、実際の餅 つきの仕方まで一世 に一つ一一つ聞かな くてはならなか ったの

で、三世 としては自分の じいさんばあ さんと久 しぶ りに話 をした とい う者 もいたし、一世

にとって も自分の文化 を孫たちに伝 えることがで きるいい機会だっていうので、 そりゃ腰

もしゃん として楽 しそ うでした。」 こうして一世 との親睦の場 として始 まった気持会 は、

その交流 を通 して、英語 を話す ことができない一世たちが、当然受 ける権利 がある社会 的

サービスを受 けていないという事実に直面 させ られ る。 これ は、 ことに家族 を持たない一
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人暮 らしの一世 に顕著 であった。ステ ィー ブは こう続 けた。「私達 のように英語 を母国語

としているものには、絶対わか らない ことなんだ と思い知 らされ ました。だから夜 も安心

して歩 けるようにエス コー トサービスをはじめた り、年金の書類書 き込 みを手伝 った りと

い う私達 にできることか ら始 めることにしました。 これ は文化 の問題で もあると思 うんで

すが、一世 の言葉でい うと 黙世間様"に 遠慮 をして、高齢者補助金 とか介護サー ビス援助

金 とか当然受 けるこ とのできる社会的サー ビスを受 けていない一世 がた くさんいた んで

す。」 こうして、気持会が単 なる親睦団体で はな く、 ソー シャルサー ビスを行 うコ ミュニ

ティーグループへ とその活動 の幅を広げてい くのに一年 もかか らなかった。1972年 には連

邦の保健教育福祉局か らの助成金がお り、有給のスタッフを雇い、その翌年 にはランチを

提供す る栄養プログラムが始 まる。 この気持会のランチプログラムは、 日本食 を中心 にし

たメニ ューで、現在 まで日系人以外の シニアに もとて も人気 のあ るプログラムで ある。

1976年 には、 ランチプログラムに歩 いて来れない人々 を送迎す るためのバスサービスが開

始 され、気持会 は日本町だけにとどまらない、サ ンフランシスコ市民のための シニアセ ン

ター として成長 してい く。 この気持会創立 と同 じ1971年 には、JCYCの 若者 とシニアの中

間 の年 代 の人々に対 す る ソー シ ャル サ ー ビス 団体 と して 「日系社 会奉 仕 会JCS」

(JapaneseCommunityServices)が つ くられ る。当初 は二世の人々の利用を予想 してい

た ところ、 このJCSに 相談に来 る圧倒的多数 は新渡米者が占めるようになる。二世 の多 く

はこの時期 には40-50代 の働 き盛 りであ り、 日本町か ら地理的に離れた ところで生活 して

いる人 が多かった とい うこともその原因の一つであろう。新渡米者層 は、 日本の高度経済

成長 に伴 い70年 代前半か ら増加 し、JCSに も言葉、文化の違いか らくるさまざ まな問題 を

抱 えた人が相談 に訪れ るようになる。又、 こうしたJCSの サー ビスが知 られ るようになる

と、他の ソーシャルサー ビス機関、病院、学校な どか ら日本人 のケースが照会 されて くる

ようになった。英語が不得手 なために問題 を抱 えている人には、 当然 日本語でのサポー ト

や、 日本語で対応で きるスタッフが必要になって くる。JCSの 中心 メンバーである三世 は

日本語が話せない。 そこで必然的に生 まれてきたアイデアが、 日本人新渡米者 自身のセル

フサポー トグループであった。JCSは このグループ作 りの支援 に多 くの力 を入れ、やがて

は新渡米者の会 がJCS内 に設立 され るのである。 こうしてそれぞれの世代へのサー ビス

を対象 としたコ ミュニテ ィー団体、JCYC,JCS,そ して気持会 という三 つのグループを核

にして、 日系 コミュニティーの再生運動が はじまったのである。 この1971年 か らは新 しい

アジア系アメ リカ人文化の創造 を目指 して、毎年8月 に日本町ス トリー トフェアが行われ

るようになる。 これはエキゾチ ックな 「日本文化」に興味 を持つアメ リカ人観光客 を対象

に したそれ までの商業主義的なお祭 りとは異な り、三世 が他のアジア系アメリカ人 ととも

に自らのアイデンティティーを求 めて、作 り上げようとした コミュニテ ィー運動であった

ということもで きる。
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こうした コミュニティー再生運動 と逆行するかの ように、60年 代後半か らサンフランシ

スコ市 による日本町再開発が着々 と進行 していた。 これ は都市中心部 の古い建物な どを整

理 し、空 いた土地 に資本投下 を行 い町 を 「活性化」 させ るという計画であ り、チ ャイナタ

ウン、 ジャパ ンタウンなどが大 きな影響 を受けた。前述 した ように戦時強制収容によって

分散 させ られたとはいえ、多 くの 日系人が日本町に戻って きていた。 しか しそのほ とん ど

は借家人で あ り、地主やアパー トの所有者 が再 開発局 に土地、建物 の売却 を決 めた場合

は、立 ち退かざるを得 なかった。 こうして70年 代前半 までに3000人 以上 に及ぶ 日系人が日

本町 を離れることを余儀な くされたのである。皮肉なことに再 開発局 と協力 して、 こうし

た土地 を買い占め資本投下 を行ったのは、 日本 から進出 してきていた企業であった。古い

建物 を取 り壊 し、3ブ ロックにも及ぶ観光客 を対象 としたジャパ ンセンターが建設 され、

ボー リング場な ども作 られた。自分たちが戻 ってきて、 日系アメ リカ人 コ ミュニティー と

して再生 させようとしている日本町が、 こうしてそこに住む住民のための町からツー リス

トセンターに変わってい く様子を目の当た りにした三世 たちは、1973年 、 コミュニティー

破壊 と日本 企業 の土地 買 い 占め な どに反対 し 「日本 町立 ち退 き反対 委員 会CANE」

(CommitteeAgainstNihonmachiEviction)を 設立する。 自らの体 を、チェー ンで取

り壊 され る予定の古い建物 にまきつけ抵抗す る彼 らの姿 は、「お とな しいマイノリテ ィー」

という日系アメ リカ人 につけられた レッテルをひ きはがす もの として、連 日マスメデ ィア

で報道 された。 このCANEに 最初 から関わ って きたダナ小竹 は 「私た ち日系アメ リカ人

は、2度 にわたって自分のコ ミュニテ ィーから強制退去 させ られた といって もいいのでは

ないか と思 います。初 めはアメ リカ政府 による戦時強制収容、そして2度 目は日本か らや

ってきた大企業 による立 ち退 きで した。 こ とに私達、 日系人 が100年 近 くに渡 って築 き上

げてきたコミュニティーに、 まるでその歴史 を無視するかのように、 そしてそれを利用す

る形で、よ りにもよって 日本の企業が再開発局 と手 を組 んで入 り込んで きた ことはショッ

クで した。その結果、 この コミュニティーは、私たちの考 えた ような形で再生 はされませ

んで したが、しかし私たちの立ち退 き反対運動がなかったら、市再開発局 は私たちの要求

するコミュニティーサー ビスグループのための最低のスペースさえ提供 しなかっただろう

し、 ここは本当 に単 なるツー リス トのためのシ ョッピングセンター、いわゆる 黙日本文

化"の 展示場 になっていたのではないか と思い ます。」 と語って くれた。 そしてまさに彼

女の言 うように、 日本町 は多 くの 日系人がそこに住む町 として再生 され ることはなかった

が、 日系アメリカ人の文化 を生み出し、様々なサービスを人々に提供するグラスルーツグ

ループの コミュニティーとして再生 されていったのである。 こうして新 しいエスニックコ

ミュニティー として日本町に新鮮な活動が巻 き起 こっている というエネルギーは次々 と波

及 していった。

1974年 には、 日英バイ リンガル多文化保育園 「日本 町 リ トル フレンズNLF」(Nihon一
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machiLittleFriends)が 設 立 され る。 未来 を担 う子 どもた ちが 、 この新 しい コ ミュニ テ

ィー の中 で、互 い の文化 的背 景 に誇 りを持 っ て成 長 してほ しい とい う願 い を込 めて、保 育

園 は多文 化 主義 を、 その理念 の根 幹 におい て創 設 された。 そ して、わ ず か3人 の三世 の親

た ちが始 めた この保育 園 は、今 で は2つ の セ ンター と小学 生 のた め のア フ タース クール を

抱 える大 きな コ ミュニ テ ィー団体 へ と成長 した ので あ る。 設立 当時か らボ ラ ンテ ィア とし

て関 わ り、現 在 もデ ィ レクター を務 め るキ ャシー イナマ ス は 「始 めた 当初 は、 先生3人 と

日系 四世 の子 ども3人 で した。 しか し本 当 に質 の良 いチ ャイル ドケア セ ンター を探 してい

た親 た ちが子 どもを連 れ て次 々 と参加 して き ま した。 私 は今、 参加 とい い ま したが親 は単

に子 どもを預 け るので な く、 セ ンター の多 くの活 動 に参 加 して くれ ま した。 今 もそ うで す

が、 リ トル フレ ンズ は親 と私達 ス タ ッフの共 同作業 で運 営 され て い るので す。 オー プ ンか

ら一 年 も経 た ない うち に、 日系 ア メ リカ人 だ けで は な く英語 の まだ よ くで きない 日本人 新

渡 米 者 の子 どもた ちや、 中国 系、 フ ィ リピン系 な どア ジア系 ア メ リカ人 の子 ども もどん ど

ん増 えて い きま した。 日系 の保 育 園 だか ら とい って 日本 文化 に関 す る こ とだ け を学 ぶの で

はな く、 そ うした親 た ち に中 国の お祭 りにつ いて話 して もらった り、 フ ィ リピ ンの歌 を習

った りとい う多文 化 ア クテ ィ ビテ ィー もこの ころ に始 ま りま した 。」単 に 日本 語 と英語 の

二か 国語 を教 え るだ けで な く、多文 化教 育 にその基礎 を置 いた リ トル フ レ ンズ の伝 統 は今

も脈 々 と流 れ つづ けてい る。筆 者 自身 、 フ ィ リピ ン系 ア メ リカ人 の妻 との間 に生 まれ た二

人 の子 どもは、 この リ トル フ レンズ の卒 業生 で あ り、彼 らの人 間 としての大切 な一 部分 は

こ こで学 ん だ事 に よって形 成 され た と思 って い る。 この1974年 には、前 述 したJCSの 中で

生 まれ た新 渡 米者 の会 が 「の び る会」 とい うNPO団 体 と して独 立 す る。 の び る会 とは、

言 葉 や文化 の壁 に よって 日々緊 張 して暮 らしてい る新 渡米 者 が、 この新 しい土 地 で背 中 を

伸 ば して生 きて い こ う とい う願 い を込 め て命 名 され た。 の び る会 が、 単 な るセル フサ ポー

トの グル ー プか ら外 部 へ のサ ー ビス を提 供 す る コ ミュニテ ィー グル ー プへ と変 質 してい く

こ とに よっ て、更 に多 くの 日本 か らの新 渡 米者 が コ ミュニ テ ィー にや っ て くる よ うに な

る。 この グル ー プの 中の一部 の人 が集 ま り、 後 に 日米 間 の マイ ノ リテ ィー運動 の情 報、 教

育 交流 の 中心 的存在 とな って い く 「日本 太平 洋 資料 ネ ッ トワー クJpRN」(JapanPacific

ResourceNetwork)が 誕 生 す る。 このJpRNは 、1990年 に は 日米 マ イ ノ リテ ィ ー会 議

を、 サ ン フラ ンシス コ、 ロス ア ンジ ェル ス、 ニ ュー ヨー クの3都 市 で主催 し日米間 の グ ラ

スル ー ツ レベ ルで の情報 のか け橋 となって い く。1975年 には三 世 の法律 大 学院 の学 生 た ち

が 中心 にな って 「日本 町 リーガ ル ア ウ トリーチNLO」(NihonmachiLegalOutreach)と

い う法律 相 談所 も作 られた 。創 立 当 時 か ら関 わ り、現 在 もデ ィレ クタ ー としてNLOを 支

えて きた デ ィー ンイ トウ テ イ ラー は その始 ま りを次 の よ うに語 って くれ た。 「70年代 の

初 め に ア フ ァーマ テ ィプ ア クシ ョンの 偲 恵"も あ って、 ロー ス クール(法 律 大学 院)に

入 ったマ イ ノ リテ ィー の学生 が た くさんい たの ですが 、 その 中 の三 世 が 中心 にな って 日本
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町に も法律相談サービスを始めようとい うことになったんです。何 とか自分たちが獲得 し

た この法律の専門家 とい う立場 を生 かして コ ミュニテ ィーの役 に立 ちたい、 とNLOに 参

加 した人 はみな考 えていた と思い ます。助成金 もほ とん どお りない状態で、他のコ ミュニ

ティーグループのオフィススペースを借 りて細々 と法律相談 を始めました。最初 のころは

気持会の一・世、新渡米者 などの相談 が中心で した。」それ まで、法律相談 な ど考 えたこと

もなか った という一世 も、気持会を通 じて行われる相談会には気楽に参加 するようになっ

た。又、言葉の問題 を解決するためにも、のびる会な ど他のコ ミュニティーグループ との

ネ ッ トワークで共同の取 り組 みが行われるようにな り、 コ ミュニティーが一つの有機的な

活動 を行 うまとま りを見せ始める。戦前 には、その歴史的条件か ら自己防衛のためにで き

た 日系 コミュニテ ィーが、70年 代 には、 アジア系アメ リカ人である というアイデンティテ

ィーの拠 り所 として再生 され、更 には外へ向かってのサー ビスを提供す る力 を持 ったまと

ま りのあるエスニ ックコミュニテ ィーへ と成長 していったのである。

6.今 、 日系 コ ミ ュニ テ ィー は

2000年8月 に、本論 の基礎資料 を作成するために、サ ンフランシスコ日系 コミュニテ ィ

ーでの聞 き取 り調査 を行 ったが、その再生運動か ら20数年た った現在、やは りコ ミュニテ

ィーの中心 になって活動 していたのは、今や40代 後半 か ら50代 と年齢 を重 ねた三世 であ

り、四世 は三世 の ような一 つの ま とまった グループ として、 日系社会 の中で 「見 える存

在」 とはなっていない ようであった。三世 の多 くは日系人以外 と結婚 してお り、四世にな

ると日系アメ リカ人であるとい う意識が希薄 になって くるとい うこともあるだろうし、三

世 の時代の ように自らのアイデ ンテ ィティーを求めて、 コミュニテ ィー活動へ と駆 り立 て

るような大 きな社会的背景があるわけで もない。更にはアメ リカ西海岸 に限っていえば、

アメ リカンサラダはそのサラダボウルの中で、少 しずつ溶 け始 めるとい う 「新 しいメルテ

ィング現象」がおき始 めているとい うこともいえると思 う。1971年 に始 まった日本町ス ト

リー トフェアは、今で も毎年8月 に行われているが、 日系三世 を中心に始 まった この祭 り

は、アジア系 という枠 さえ越 え、すでにサンフランシス コ、ベ イエ リア全体 の若者たちに

最 も人気のあるイベ ン トの一つであ り、あ らゆる人種、民族 グループの見本市の ような観

が ある。その祭 りを支 えるボランテ ィアの若者達 も、 日系アメ リカ人 とは限 らず、 さまざ

まな民族的背景 を持 った人が集 まって くる という。高齢者サービスの気持会 を例 にとって

も、一世がほとんどいな くなった今、そのサービスの対象 は日系人 に限 らず、あ らゆる民

族的背景 を持ったアメ リカ人 になって きている。 ことに日本食 を主 としたその ランチプロ

グラムは、大変人気があ り毎 日サ ンフランシスコ中か ら200人 以上の シニ アが集 まって く

る。自らの養護 ホーム を経営 し、 ソー シャルサー ビス も充実 している気持会 は、すでにサ

ンフラ ンシス コ全体の高齢者サー ビスのモデル的存在 となってい る といって もいいだ ろ
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う。事実、70年 代 に気持会創立 に関わった三世の何人か は、現在サ ンフランシスコ市全体

の高齢者政策 を企画 し、実行 す る高齢者問題委員会(CommissiononAging)の 公的な

ポジションについている。気持会だ けではな く、他 の団体 の三世 もコ ミュニテ ィー を離

れ、公的な政策決定に関わる仕事 をしている人 は多い。 日系人戦時強制収容が憲法違反で

あると、アメ リカ政府 を相手取 って訴訟 を起 こしていた3人 の二世、 フレッ ドコレマツ、

ゴー ドンヒラバヤシ、 ミノルヤスイの弁護団の一人であ り、70年 代か ら80年 代にかけて多

くの コミュニテ ィー活動 に関わ り新渡米者の会 「のびる会」の理事 でもあったデニスハヤ

シは、1996年 にク リン トン大統領 に任命 されて連邦政府の人権委 員会委員長 に任命 され

た。更に大 きな舞台での政策決定 に関わ るとい う意味 では、彼な どはその好例であろう。

コミュニティー に残 ってず っとグラスルーツグループの活動 を支 えつづけてきた人、市や

州な どの政策決定 を行 う場で これ までの経験 を生か して活躍 している人 とそれぞれではあ

るが、前述 した日系社会が、自己防衛のためのコミュニテ ィーか ら外へのサー ビス を提供

す るコ ミュニテ ィーへ と成長 してきた という機能 の面だけではな く、人材 という面か らも

自らのエスニ ック集 団を大 き く超 えた地平 に広が り、貢献 をしているとい うことが言 える

ので はないか と思 う。 こうして活躍 の場 は違っても、気持会の基金募集のために毎年行わ

れる 「三世 ライブ」 というイベ ン トには、三世 を中心 として1000人 以上 の人が集 まるとい

う。70年 代 のコ ミュニティー再生 を ともに担 った人々 にとって、 これ はホームカ ミングデ

イ ともいえる催 しなのだろう。三世 という日本語で単 に第三世代 を表す言葉が、アメ リカ

における日系コ ミュニテ ィーで は、 その歴史の上 でそれ以上の深 い意味 を持つ言葉 である

事 を、前述 した 「日本町ス トリー トフェア」や 「三世 ライブ」で三世 たちの熱気 を呼吸す

る と実感す ることがで きる。 まさに時代が人 を作 るのであろう。た とえ この日系コ ミュニ

ティーが、今後三世 か ら四世 に引 き継がれていかな くて も、それはそれで よいので はない

だろうか。「アメ リカは、国家が持つ民族 の共同体 としての概念 を、根本 的に変 えて しま

う壮大 な実験 をしているように見 える」 と、序文 に書いたが、サ ンフランシスコの日系コ

ミュニティー も、決 してその大 きな実験の中の例外ではないのだか ら。

注釈

① 西海 岸 と限定 した の は、 ア メ リカで カ リ フ ォル ニ ア以 上 に 日系 人 の 多 い ハ ワ イ 州 で は本 土 よ り も早 い 時

期 か ら移 民 が始 ま り、 時 期 的 に多 少 の ず れ が あ るた めで あ る。

② 大 ま か な 分類 だ が 、 一 世 の男 性 は、現 在 生 き て い れ ば110-130歳 代 、 一 世 の 女 性 は9a‐llo歳 代 、 二 世

は70-80歳 代 、三 世 は40-50歳 代 で あ る。

③1907年11月 か ら、1908年2月 に か け て、 林 外 相 と、 オ ブ ライ エ ン駐 日米 大 使 との問 で 交換 され た7通 の

書 簡 、 覚 え書 きで 成 立 した 。協 約 の主 旨 は、 在 米 、 あ るい は以 前 、 定 住 して い た 者 の 家 族 以 外 に は 、旅

券 を発 給 し な い こ と を定 め た もの で あ っ た。

④ ア メ リカ人 の 目 に、 非 人 道 的 で奇 異 に映 っ た、 この 「写 真 結婚 」 も、1919年 に は、 自粛 策 が取 られ た。
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⑤ 同 じ 「敵 国」 で も、 ドイ ツ系 人 、 イ タ リア 系人 は、 強 制 収 容 を受 け な か っ た。 明 らか に、人 種 的 偏 見 が

あ った こ とが指 摘 さ れ る、 ゆ えん で あ る。

⑥1998年 、8月 に成 立 した 「市 民 的 自由 法」 は 、公 法100-383の 第 二 編 に あ た る。 この 法律 に よ っ て、 生

存 者 一 人 に っ き2万 ドル の 賠償 金 が支 払 わ れ る こ とが 決 定 した 。

⑦ バ ナ ナ とは、 外 見 つ ま り膚 の色 は黄 色 で あ るが 、 中身 は 白人 文 化持 つ とい う意 味 で使 わ れ た 。

⑧Roots:AnAsianAmericanReader,UCLAAsianAmericanStudiesよ り引 用
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